
f国際社会文化研究所紀要j執筆要領

1.本誌に発表する議文・研究資科・研究ノート・書評等〈以下，論文等とする。)は，いずれも也に

未発表のものに限る。

2.各研究プロジェクト(指定窺究・共同研究・信人語究)は，研究終7後半年以内に論文等を提出す

るものとする。研究期間が複数年の場合は， 1年終了する毎に論文等を提出するものとする。但し，

国際社会文化研究所叢書発行の巷望を予め申し出ており，その完成票稿を訴究期開講了後，半年以内

に提出する場合は，研究最柊年度の論文提出を免除することができる o-(昌際社会文化研究所叢書出

版要領を参照のこと。)

3.指定研究並びに共同研究の彰をとる研究プロジェクトの共再研究者は，全員カ宝論文等の執筆を行う

こととする。

4.指定研究並びに共同研究について辻，共同研究者以外の研究者が運営会議の議を経て執筆に加わる

ことができる。 憧人研究についても，同じく運営会議の議を経て地の研究者が執筆に加わることがで

きる。

5.各研究プロジェクト(指定研究・共間研究・個人研究)に係る論文等未提出の場合は，提出される

まで昌際社会文化研究所の研究プロジェクトへの応、募資格を失う。 程し，共同研究者本人が論文等を

提出した場合は，提出した共同研究者本人に限り研究プロジェクトへの応募資格を害するものとする。

6.論文の長さ辻，原則として20，000字とする D

研究資科・研究ノートの長さは，家屋1として12，000字とする。

書評の長さは，原則として6，000字とする。

指定研究並びに共開研究の場合は，原尉として lグループの文字数を40，000字とするa

7.和文の論文等には，必ず英文タイトルおよび英文アブストラクトを添付するものとする。

和文以外の論文等には，必ず英文並びに和文双方のタイトルとアブストラクトを添付するものとする。

8.論文等は，できる課りワープロ原稿とし，プワントアウトしたもの及び電子媒体にてデータを添付

するものとする c また，別に定める表紙の添付を必要とする G

9.論文等の掲載内容は，タイトル，執筆者名，アブストラクト，本文とする 0

10.搭載頼序は，運営委員会で決定する。

11.運営会議で掲載が不適努と判断した場合は，掲載しないことがある。

12.揚載論文等について，ひとつの論文等につき50部の抜刷を禁償で提供する。 50部を超える抜捕を希

望する場合は，執筆者が超過分の実費を支払うこととする。

13.掲載論文等の著作権は執筆者に帰罵するが，本学及び国立清報学研究所等が論文等を電子化により

公開することについては，複製権(注 1)及び公衆送信権(注2)の行使を国際社会文化研究所に委

託するものとする。坦し，電子生による公開については，執筆者の許諾を得たうえで行うものとする。

注工 複製権:著作物を有形的iこ再製することに関する権利

注2 公衆送電権著作物を公衆向けに「送信」することに関する権利
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